
「子どもの読書と家読（うちどく）」 

平成２２年１０月３０日 

神 埼 市 図 書 館 

１． 子どもを取り巻く環境の変化 

塾通い、テレビ、ゲーム、ケータイ 

多忙で受身的な生活 

私の子ども時代（５０年前） 

 

２． 子どもの心の成長には、直接体験に勝るものなし 

  美しく豊かな自然とふれあうことで子どもの目が輝く 

 

３． 限りがある直接体験 

  擬似体験、間接体験  読書もその一つであり想像力、空想力が働く 

・ 本の中で想像の翼を広げどこへでも飛んでいける 

・ 幼い頃の読書は翼と根っこを与えてくれた（ＩＦＲＡ世界大会での美智子皇后の講演） 

・ 子どもの感性を育む『三びきのやぎのがらがらどん』マーシャ・ブラウン作 

 

４． 今なぜ「家読（うちどく）」 

《子どもを取り巻く社会や家庭》          《学校》 

・自然とのふれあいが少なくなっている      ・授業が始まっても落ち着きがない 

・子ども同士の    〃            ・読解力の低下 

・まわりの大人との  〃            ・学力の低下 

・ケータイ・ネット社会の負の側面の問題化    ・本を読む子どもの減少 

・テレビを見ていて親子の会話が少ない            ↓ 

・学校で何があったかわからない。いじめの問題      朝の読書  

         ↓                   ↓ 

  親子のコミュニケーションを図ろう      学校だけでなく家庭でも読書を 

         ↓                   ↓ 

      家読(うちどく)             家読(うちどく)  

 

※うれしいニュース（平成２２年１０月２７日 毎日新聞） 

「第 56 回学校読書調査」１ヶ月の平均読書量 

小学生 10.0 冊（昨年度比 1.4 冊増）過去 2位 

中学生 4.2 冊（昨年度比 0.5 冊増）過去最高 

高校生 1.9 冊（昨年度比 0.2 冊増） 



５． 伊万里市の取り組み 

平成 16 年度：「伊万里市子どもの読書推進計画」の策定 

      ブックスタート開始 

平成 18 年度：市内の小中学校で「朝の読書」１００％実施 

平成 19 年度：「家読」スタート 黒川町を家読のモデル地区に指定 

       塚部市長の読み聞かせ『おまえうまそうだな』宮西達也/作 

       社会教育研究大会「広げよう子ども読書の輪」 

平成 20 年度：モデル地区を４町に増やす 

      「家読フェスティバル」の開催 標語の募集 

平成２１年度：全市で「家読」に取り組む 

      「第一回家読サミット in 伊万里」の開催 

      「家読テーマソング」できる 

      「第二次伊万里市子どもの読書推進計画」策定 

平成２２年度：「第二回家読サミット in 大子」へ参加 

       「こども読書のまち・いまり」宣言 

 

６． 子どもの読書を推進するために 

① 深める 

・ 子どもが楽しく読書に親しむ 

・ 読書の習慣を身に付ける 

・ 子どもの読書についての理解を深める 

② 充実させる 

・ 子どもの身近に求める本がある 

・ 子どもが気軽に本にふれる場所がある 

③ つなぐ 

・ 保育園、幼稚園、学校、公民館、図書館、ＰＴＡが連携をする 

・ 家庭、学校、地域が協力をする 

④ 高める 

・保育士、教職員、図書館員、ボランティアの読書に対する知識、技能を高める 

・子どもが積極的に読書活動を行う意識を高める 

・子どもの読書に関する情報を集め知らせる 

 

７．「家読」を実施するに当たって大切なこと 

① 子どもの読書は、楽しみとしての読書であること 

②「家読」に特別のルールはない。「我が家の家読」は家族で話し合って決めること 

③ 家族で読書の時間と場を共有すること 『do you read』 竹内さとる著 



④ 父親の参加と、おじいちゃん、おばあちゃんの理解 

⑤ わが子の読書能力に応じたやり方で 

・ 読み聞かせ  

・ 子どもが読んで、親が聞く 

・ 各々違う本でもいい。同じ時間と場を共有すること 

 

７． 家読の効用 

① 子どもが本を好きになる。そして大人も 「絵本は一生に三度読むもの」柳田邦男氏 

② 本の内容や、今日の出来事について会話を交わすチャンスができ、子どもの日常生活の

様子がわかる。親と子の生身のふれあいの時間になる（親が自分と１００％向き合って

くれている） 

③ 心の「ふるさと」が刻まれる（やさしくなつかしいシーン ゆれる心の振り子が戻る中

心軸）『はなを くんくん』ルース・クライス／さく 

 

８．心つないで～Ｒead and talk～  中島進／作詞  羽柴良重／作曲 

1 おかあさんの ひざのうえ 絵本ひらいて read and talk 

   おとうさんが 読んでいる 本をいつかは read and talk 

  ひとつのはなしが こころをつなぐ 

  ぼくのまわりに かぞくの笑顔 read read and talk 

   愛を語ろう ともに語ろう こころつないで read and talk 

 

2 おばちゃんの しわしわの手 ぬくもり感じて read and talk 

おじいちゃんが 教えてくれた むかしむかしの read and talk 

ひとつのはなしが こころをつなぐ 

ぼくのまわりに みんなの笑顔 read read and talk 

夢を語ろう ともに語ろう こころつないで read and talk 

 

3 ぼくが生まれた ふるさとは ステキなんだね read and talk 

  海の向こう どんな国？ もっと知りたい read and talk 

  ひとつのはなしが 世界をつなぐ 

  地球（ほし）のまわりに かがやく笑顔 read read and talk 

  未来（あす）を語ろう ともに語ろう こころつないで read and talk 

 

 ひとつのはなしが とびらをひらく 

 君のまわりに あふれる笑顔 read read and talk 

 ぼくと語ろう ともに語ろう こころつないで read and talk 



 


